第966回生物科学セミナー
（第376回 Zoological Conference）
日時：　11月13日（水）　16:40-18:10
演者：　吉川　雅英　教授
　　　医学系研究科・生体構造学分野
演題:　 真核生物・鞭毛関連モータータンパク質の


電子顕微鏡による構造解析
　鞭毛や繊毛は、高等植物を除くほとんどの真核生物の細胞に存在しており、プロペラやアンテナとして非常に重要な役割をしています。太さは250nm程度で、数百種類のタンパク質から出来ていますが、光学顕微鏡で内部構造を観察するのは困難です。
　そこで、今回のセミナーでは、このような複雑な構造を見る方法としてクライオ電子顕微鏡について紹介します。この方法は1990年代後半から急速に発展してきた方法で、細胞内の構造からタンパク質の原子構造まで様々なレベルでの構造を染色すること無く生のままの構造を見ることが出来ます。その原理から応用例までを、鞭毛を例にお話しします。
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